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K A T A S H I N A

も
　
く
　
じ 新宇毛内橋開通式が盛大に行われました

８年の年月をかけて完成した新橋。当日は雲一つない秋
晴れのもとに神官と５組の３世代夫婦を先頭に、関係者
130名の皆様が渡り初めを行い安全を祈願しました。（10/28）

・
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村税　15.9%

平
成
十
五
年
度
決
算

平
成
十
五
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
各
決

算
が
九
月
定
例
村
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
歳
入
が
四
三
億
七
、
四
五
二
万
七
、

〇
六
五
円
、
歳
出
が
四
二
億
五
、
〇
八
三
万
六
、
七
二

〇
円
で
差
引
き
残
金
一
億
二
、
三
六
九
万
三
四
五
円
が

次
年
度
繰
越
金
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
年
度
別
決
算
状
況
（
過
去
５
年
間
）

歳
出
年
度
別
決
算
状
況
（
過
去
５
年
間
）

6,000,000
単位:千円

5,000,000

4,000,000

3,000,000

2,000,000

1,000,000

0
平成11年度

5,336,444

平成12年度

5,250,475
4,791,826

平成13年度 平成14年度

4,596,828

4,374,527

平成15年度

6,000,000
単位:千円

5,000,000

4,000,000

3,000,000

2,000,000

1,000,000

0
平成11年度

5,187,418

平成12年度

5,096,598

平成13年度

4,678,219

平成14年度

4,499,447

平成15年度

地方譲与税　1.8%

自動車取得税交付金
1.0%

分担金及び負担金
1.9%

使用料及び手数料
0.6%

国庫支出金
2.3%

繰越金　2.2%

財産収入　
0.4%

歳　入
4,374,527

単位:千円

村税　14.5%

地方交付税　43.3%

村債 13.3%

繰入金 4.9%

利子割交付金　0.1%

地方消費税交付金　1.2%

ゴルフ場利用税交付金
0.1%

地方特例交付金
0.2%

村税
地方譲与税

村債
諸収入

利子割交付金

ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方消費税交付金

分担金及び負担金
地方交付税
地方特例交付金

使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入

繰入金
寄附金

繰越金

県支出金 8.3%

諸収入　3.8%

会 計

4,250,837

議会費
総務費

民生費
衛生費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費

公債費
諸支出

災害復旧費
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村
税
の
推
移
（
過
去
５
年
間
）

地
方
交
付
税
の
推
移
（
過
去
５
年
間
）

800,000

700,000

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

単位:千円

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

単位:千円

この数字は平成16年３月

31日の人口5,911人で単純

に割ったものです。法人関

係は含まれていません。

公 営 企 業 会 計

平成15年度予算決算総括表

（単位　千円）

（単位　千円）

歳　出
4,250,837

単位:千円

議会費　2.0%

総務費　15.9%

民生費 11.8%

土木費 6.1%

衛生費 9.7%

農林水産業費
13.0%

消防費　3.3%

諸支出　5.2%

教育費 16.2%

公債費　13.9%

村民税

普通交付税

特別交付税

固定資産税

軽自動車税
村たばこ税
特別土地保有税
入湯税

計　 581,753円

計　　 107,410円

一般会計

国保会計

老保会計

簡水会計

農集排会計

下水道会計

介護会計

4,337,817

648,970

684,416

111,512

251,493

218,289

278,260

6,530,757

4,337,817

648,970

684,416

111,512

251,493

218,289

278,260

6,530,757

4,374,527

695,344

646,846

109,058

251,064

195,103

279,651

6,551,593

4,250,837

622,700

623,112

108,555

248,037

175,256

267,760

6,296,257合　　計

予　　算

歳　出 歳　入 歳　出

決　　算
区　分

歳　入

区　　分

観光施設

事業特別

会　　計

項　　目

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

494 , 6 8 1

4 9 1 , 5 3 6

1 1 5 , 0 0 0

2 0 8 , 7 1 9

4 9 0 , 5 7 8

4 7 5 , 9 9 3

1 1 5 , 0 0 0

2 0 8 , 7 1 8

予　　算 決　　算

平成11年度 平成12年度

693,078

平成13年度

661,362

平成14年度

673,251

平成15年度

643,054 634,901

平成11年度 平成12年度

2,427,390

平成13年度

2,375,361

平成14年度

2,245,504

平成15年度

2,055,094
1,888,606

村
民
一
人
当
り
の
村
税
負
担
額

村
民
一
人
当
り
に
使
わ
れ
る
お
金

平成15年度
商工費　2.9%

般一
１人当り

議　会　費 14,611円

総　務　費 114,076円

民　生　費 85,199円

衛　生　費 69,514円

農　林　水 93,473円

商　工　費 21,153円

土　木　費 43,880円

消　防　費 23,399円

教　育　費 116,448円

１人当り

村　民　税 25,706円

固定資産税 66,080円

軽自動車税 2,180円

村たばこ税 12,479円

入　湯　税 965円
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十
月
三
十
一
日
「
沼
田
市
と
の
合

併
に
つ
い
て
の
意
志
を
問
う
住
民
投

票
」
の
結
果
、
村
民
は
「
自
分
た
ち

の
村
は
自
分
た
ち
で
作
ろ
う
」
と
自

立
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

十
月
十
二
日
か
ら
の
各
地
区
で
の

説
明
会
の
席
上
で
も
申
し
上
げ
ま
し

た
と
お
り
、
今
後
も
自
主
、
自
立
に

向
け
た
施
策
を
建
て
、
役
場
職
員
、

地
域
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の

美
し
い
片
品
村
を
造
っ
て
行
き
た
い

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ

り
、
全
国
の
自
治
体
は
圧
縮
さ
れ
る

財
政
に
困
窮
し
て
い
ま
す
。
当
村
も

国
補
助
金
等
の
削
減
の
中
で
、
片
品

の
水
と
大
地
と
気
候
が
造
り
出
す
産

物
を
充
分
生
か
し
、
片
品
に
し
か
で

き
な
い
産
業
を
興
し
、
全
村
民
が
結

束
し
、
こ
の
厳
し
い
時
代
を
乗
り
越

え
た
い
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

去
る
、
九
月
九
日
開
会
の
九
月

十
月
三
十
一
日
、
沼
田
市
と
の
合

併
に
つ
い
て
の
意
思
を
問
う
住
民
投

票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

投
票
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
当
日
の
有
権
者
数四

　
六
四
四
人

○
投
票
者
数
　
　
三
　
五
八
六
人

○
投
票
率
　
　
　
七
七
・
二
一
％

【
開
票
結
果
】

○
賛
成
　
　
　
一
　
二
〇
八
票

○
反
対
　
　
　
二
　
三
二
一
票

○
無
効
投
票
　
　
　
　
五
七
票

定
例
村
議
会
に
お
い
て
、
沼
田
市
と

の
合
併
の
意
思
を
問
う
住
民
投
票
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
議
員
発
議
で
提

案
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
十
月
二
十
六
日
告
示
で
十
月

三
十
一
日
に
住
民
投
票
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
片
品
村
と
し
て
も
村
民

の
皆
様
に
、
住
民
投
票
実
施
に
あ
た

っ
て
の
情
報
提
供
の
た
め
に
な
れ
ば

と
、
既
に
合
併
が
決
ま
っ
て
い
る
沼

田
市
、
白
沢
村
、
利
根
村
の
三
市
村

並
び
に
新
市
計
画
、
そ
し
て
片
品
村

の
財
政
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
等
の
現
況

や
将
来
計
画
が
、
織
り
込
ま
れ
た
参

考
資
料
を
も
と
に
、
十
月
十
二
日
か

ら
二
十
二
日
ま
で
村
内
八
ヶ
所
で
村

長
、
教
育
長
、
課
長
を
含
め
て
六
人

編
成
に
よ
り
説
明
会
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
、
総
勢
五
九
一
名
の
ご
出
席
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
村
内
八
ヶ
所
に
出
席
で
き

な
い
方
々
の
た
め
に
、
再
度
十
月
二

十
九
日
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
い

た
し
ま
し
て
九
十
二
名
の
方
に
ご
出

席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
村
長
か
ら
行

財
政
改
革
を
中
心
と
し
た
内
容
の
あ

い
さ
つ
、
地
元
村
議
の
あ
い
さ
つ
、

課
長
代
表
か
ら
資
料
に
基
く
説
明
、

質
疑
応
答
の
順
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ご
参
会
の
皆
様
に
は
大
変
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。

沼
田
市
と
の
合
併
に
つ
い
て

の
意
思
を
問
う
住
民
投
票
説

明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
自
主
、自
立
」で
頑
張
り
た
い

村
長
　
星
野
賢
二

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

九
月
一
日
防
災
の
日
に
、
二
十
年

振
り
の
浅
間
山
の
噴
火
、
灰
は
片
品

村
か
ら
福
島
県
の
方
ま
で
降
り
、
出

荷
直
前
の
レ
タ
ス
等
に
降
灰
し
、
市

場
に
出
荷
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
台
風
の
上
陸
が
例

年
に
な
く
多
く
、
中
で
も
十
月
二
十

日
の
台
風
二
十
三
号
は
近
畿
・
中
部

地
方
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
こ
の
台
風
の
対
策
も
手
が
着

か
な
い
う
ち
に
二
十
三
日
に
新
潟
中

越
地
震
が
起
き
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
天
、
地
、
海
が
ま
る
で
怒
っ
て

い
る
か
の
よ
う
で
す
。

幸
い
に
し
て
当
村
は
大
き
な
被
害

は
免
れ
ま
し
た
が
「
天
災
は
忘
れ
た

頃
に
や
っ
て
く
る
」
で
す
。
初
心
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
防
災
の
備
え
を
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同

じ
尾
瀬
を
持
つ
隣
村
の
新
潟
県
湯
之

谷
村
（
十
一
月
一
日
か
ら
魚
沼
市
）

で
も
一
人
の
死
亡
者
が
出
て
し
ま
い

ま
し
た
。
当
村
と
致
し
ま
し
て
も
出

来
う
る
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
、

今
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

予
期
せ
ぬ
天
災
や
災
害
に
備
え
、

村
民
一
人
一
人
の
力
を
ひ
と
つ
に
し

て
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
、
村
づ

く
り
を
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

天
災
に
備
え
て

沼
田
市
と
の
合
併
に
つ
い
て

の
意
思
を
問
う
住
民
投
票
の

結
果
に
つ
い
て

’’’’

投票用紙の計算・確認作業

十
月
二
日
〜
三
日
に
、
群
馬
県
と

東
京
都
共
催
に
よ
る
「
水
源
地
域
の

植
林
体
験
会
」
が
築
地
地
内
で
、
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
植
林
体
験
会
」
の
趣
旨
は
、

上
下
流
交
流
を
通
じ
て
、
水
と
水
を

育
む
森
林
の
大
切
さ
や
、
流
域
全
体

の
た
め
に
造
ら
れ
る
ダ
ム
や
水
源
地

域
の
問
題
に
つ
い
て
流
域
全
体
で
考

え
、
取
組
む
こ
と
を
目
指
し
、
よ
り

多
く
の
人
々
に
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
の
事
業
で
す
。

参
加
者
に
つ
い
て
は
、
東
京
都

（
二
十
七
名
）
・
群
馬
県
（
六
名
）
・

東
京
都
・
群
馬
県
・
片
品
村
関
係
者

（
十
七
名
）
総
勢
五
十
名
で
し
た
。

今
回
植
林
実
施
に
あ
た
り
、
地
ご

し
ら
え
か
ら
植
林
ま
で
、
直
接
指
導

し
て
い
た
だ
い
た
「
さ
ん
ぞ
う
ほ
う

し
の
会
」（
八
名
）
の
皆
様
方
に
深

利
根
川
水
系
上
下
流
事
業
「
水

源
地
域
の
植
林
体
験
会
」
が
築
地

地
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

←
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ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

第
十
七
回
全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）
が
ぐ
ん
ま
発
の
応

援
歌
を
大
会
テ
ー
マ
に
群
馬
県
内
23

市
町
村
で
十
月
十
六
〜
十
九
日
ま
で

の
四
日
間
、
二
十
五
種
目
の
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
選

手
関
係
者
等
49
万
人
の
参
加
を
得
て

閉
幕
い
た
し
ま
し
た
。

片
品
村
に
お
い
て
は
十
月
十
七
日

（
日
）
マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会
が
片
品

中
学
校
庭
を
主
会
場
に
行
わ
れ
、
各

都
道
府
県
等
代
表
選
手
３
３
４
名
、

一
般
参
加
者
８
４
４
名
が
紅
葉
の
鮮

や
か
な
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を
走
り
ま

し
た
。
参
加
選
手
の
最
高
齢
者
は
男

子
が
馬
杉
次
郎
さ
ん
（
大
阪
府
）
95

歳
、
女
子
は
筆
塚
ト
シ
子
さ
ん
（
北

九
州
市
）
81
歳
で
し
た
。

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
は
元
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
五
十
嵐
美
紀
さ
ん
と
現

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ぐ
ん
ま
マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会

１
１
７
８
名
が
大
会
コ
ー
ス
を
快
走

在
ニ
ュ
ー
イ
ャ
ー
駅
伝
で
活
躍
中
の

富
士
重
工
（
株
）
羽
鳥
誠
さ
ん
、
川

嶋
洋
平
さ
ん
を
迎
え
て
交
流
を
し
て

頂
ま
し
た
。

当
日
は
雲
一
つ
無
い
快
晴
に
恵
ま

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
が
目
標
に
向

か
っ
て
走
る
こ
と
の
出
来
た
大
会
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
会
場
内
に
は
、

お
も
て
な
し
の
ま
い
た
け
汁
の
サ
ー

ビ
ス
や
地
元
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
片
品
村

農
協
で
も
収
穫
祭
を
同
時
開
催
し
て

頂
き
、
詰
め
か
け
た
多
く
の
皆
様
に

沿
道
で
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
く
な

ど
村
内
外
か
ら
の
参
加
者
は
約
３,

０
０
０
名
と
な
り
ま
し
た
。

今
大
会
の
開
催
に
は
、
地
元
陸
上

ク
ラ
ブ
を
始
め
関
係
機
関
、
団
体
等

多
く
の
関
係
者
に
ご
指
導
、
ご
協
力

を
賜
り
無
事
に
終
え
る
事
が
出
来
ま

し
た
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
し

て
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

’

’

平成15年度の決算が、９月27日定例組合議会において認定
されました。
決算内容は、歳入５億8,217万469円、歳出５億4,424万

3,038円、差引残金が3,792万7,431円でした。
決算額の主なものは、公債費２億9,368万7,010円、衛生費

では焼却施設・リサイクルプラザ・し尿処理施設の維持管理費
が含まれています。

平成15年度決算

利根東部衛生施設組合

494,000,000

36,130,382

5,274

49,769,727

2,265,086

582,170,469

分担金及び負担金

使用料及び手数料

財 産 収 入

繰 越 金

諸 収 入

歳 入 合 計

歳　入　金　額
歳　入（単位：円）

815,010

39,588,887

210,152,131

293,687,010

0

544,243,038

議 会 費

総 務 費

衛 生 費

公 債 費

予 備 費

歳 出 合 計

歳　出　金　額
歳　出（単位：円）

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
植
林
場
所
（
築
地
共
有
地
）

を
提
供
し
て
頂
き
、
コ
ナ
ラ
・
ヤ
マ

グ
ワ
な
ど
の
樹
木
の
植
林
（
三
百
本
）

が
で
き
、
築
地
地
区
の
方
々
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
築
地
地

区
の
地
域
交
流
な
ど
憩
い
の
場
所
と

し
て
、
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
も
う
ひ
と
つ
の
目

的
で
あ
り
ま
す
交
流
会
・
講
話
に
つ

い
て
は
、
信
州
大
学
元
教
授
の
島
崎

洋
路
先
生
を
招
い
て
、
中
井
住
民
セ

ン
タ
ー
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
話
で
は
、「
林
業
を
と
り
ま
く

状
況
」
な
ど
を
子
供
た
ち
に
も
わ
か

り
や
す
く
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、

参
加
者
は
、
あ
ら
た
め
て
森
林
の
重

要
性
な
ど
認
識
し
た
と
思
い
ま
す
。

（
経
済
課
・
む
ら
づ
く
り
観
光
課
・

ダ
ム
対
策
課
）

��������������������������������������������
←

緊張をほぐしてくれたエアロビ体操

賑わいだった出店 ゴールして満足感 山の空気がおいしかった 村長がスターターに
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ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

く
じ
の
普
及
広
報
事
業
を
行
う
た
め

に
、
自
治
宝
く
じ
の
収
益
金
の
一
部

が
助
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

戸
倉
地
区
の
行
事
に
積
極
的
に
活

用
さ
れ
、
地
域
の
連
帯
感
の
向
上
や
、

自
治
意
識
の
向
上
に
役
立
つ
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。（

む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

寄
　
贈

一
、
か
さ
三
十
本

利
根
沼
田
明
る
い
社
会
づ
く
り
の

会
よ
り
、
か
さ
三
十
本
の
寄
贈
を
受

け
ま
し
た
。
御
趣
意
に
沿
う
よ
う
片

品
村
内
の
各
施
設
等
で
有
効
に
使
用

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

二
、
壁
掛
け
「
タ
イ
ル
ア
ー
ト
」

鎌
田
に
お
住
ま
い
の
松
田
隆
一
さ

ん
よ
り
、
御
自
身
が
作
成
し
た
、
尾

瀬
の
春
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
タ
イ
ア
ー

ト
「
春
〜spring

」
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
客
様
に
観
賞
し

て
い
た
だ
き
、
観
光
・
芸
術
の
振
興

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
　
附

一
、
金
一
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

故
梅
澤
辰
雄
さ
ん
（
新
井
）
の
長

男
の
章
さ
ん
よ
り
、
片
品
村
発
展
の

為
に
と
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。
な
お

故
梅
澤
辰
雄
さ
ん
は
生
前
の
功
績
に

よ
り
、
死
亡
叙
勲
（
旭
日
単
光
章
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。
御
趣
意
に
沿
う

よ
う
片
品
村
振
興
の
為
、
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

献
さ
れ
た
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

生
前
の
梅
澤
辰
雄
さ
ん
は
昭
和
四

十
六
年
に
村
議
会
議
員
に
初
当
選
さ

れ
て
、
六
十
二
年
ま
で
の
十
六
年
間
、

議
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
村
議
会
議
長
を
約
二
年
間

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
か
ら
平
成
十
六
年

七
月
ま
で
の
約
十
六
年
間
社
会
教
育

委
員
を
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
五
十

三
年
ま
で
の
九
年
間
交
通
指
導
員

を
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら
平
成
十
六

年
ま
で
、
沼
田
交
通
安
全
協
会
副
会

長
や
監
事
も
経
験
さ
れ
村
政
を
は
じ

め
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
ご
尽
力

さ
れ
る
な
ど
、
数
多
く
の
実
績
や
功

績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な

っ
た
も
の
で
す
。
十
月
一
日
片
品

村
役
場
に
お
い
て
、
片
品
村
長
か
ら
、

ご
子
息
の
梅
澤
章
さ
ん
に
受
章
の
伝

達
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
片
品
村
で
は
、
平
成

一
六
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

の
助
成
を
受
け
戸
倉
地
区
お
祭
り
用

品
（
曳
き
山
車
）
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
（
財
）
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
行
っ
て
い
る
事
業
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
し
、
そ
の

健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
宝

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
交
付
に

よ
り
戸
倉
地
区
お
祭
り
用
品

（
曳
き
山
車
）を
購
入
し
ま
し
た

善
　
　
意

平
成
十
年
十
月
一
日
か
ら
六
年

間
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

太
田
の
吉
野
利
男
氏
が
任
期
満
了
と

な
り
、
後
任
に
摺
渕
の
千
明
貞
夫
氏

が
十
月
一
日
付
け
で
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

千
明
貞
夫
氏

平
成
十
六
年
度
片
品
村
消
防
団
秋

季
点
検
が
、
十
月
十
日
（
日
）
片
品

中
学
校
校
庭
で
村
内
外
か
ら
多
数
の

来
賓
の
方
々
を
迎
え
行
わ
れ
ま
し

た
。雨

に
よ
り
一
部
内
容
を
変
更
し
ま

し
た
が
、
姿
勢
・
服
装
点
検
、
部
隊

訓
練
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
、
ポ
ン
プ
操
法

等
を
行
い
一
糸
乱
れ
ぬ
力
強
い
点
検

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
益
々
の
活
躍
に
期
待

い
た
し
ま
す
。

片
品
村
消
防
団
秋
季
点
検

を
実
施

七
月
十
八
日
付
で
、
元
片
品
村
議

会
議
長
の
故
梅
澤
辰
雄
さ
ん
が
、
死

亡
叙
勲
（
旭
日
単
光
章
）
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
章
は
生
前
に
お
け
る
行
政
や

教
育
な
ど
様
々
な
分
野
で
社
会
に
貢

故
梅
澤
辰
雄
さ
ん(

元
片
品
村

議
長)

旭
日
単
光
章
を
受
章

11
月
は
、
み
な
さ
ん
に
国
民
年
金
の
こ
と
を
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
『
国
民

年
金
制
度
推
進
月
間
』
で
す
。

「
老
後
の
心
配
な
ん
て
ま
だ
先
の
こ
と
、
そ
れ
ま
で
は
関
係
な
い
」
と
若
い
人
は
思
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
国
民
年
金
に
は
老
後
の
た
め
の
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
万

が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
、
若
い
人
に
も
決
し
て
無
縁
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
老
齢
基
礎
年
金

原
則
と
し
て
、
加
入
期
間
が
25
年
以
上
あ
る
人
が
、
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
障
害
基
礎
年
金

病
気
や
ケ
ガ
で
、
一
定
程
度
の
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
遺
族
基
礎
年
金

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
の
あ
る
妻
、
ま
た
は
子
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
と
い
う
３
つ
の
年
金

で
み
な
さ
ん
の
生
活
を
支
え
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
社
会
保
険
事
務

所
ま
た
は
片
品
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

11
月
は
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
で
す

年
金
広
報

年
金
広
報

年
金
広
報

年
金
広
報

年
金
広
報

年
金
広
報

年
金
広
報

年
金
広
報

年
金
広
報
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も
の
時
間
に
合
わ
せ
て
付
き
合
う

と
、
社
会
性
が
育
つ
こ
と
が
分
か
り
、

今
日
か
ら
ほ
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（
武
尊
根
小
会
場
）」

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

利
根
村
温
水
プ
ー
ル
に
お
い
て
、

「
ヨ
ガ
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

靴
下
を
ぬ
ぎ
、
裸
足
に
な
っ
て
準
備

運
動
を
し
、
ヨ
ガ
の
初
級
ポ
ー
ズ
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
終
了
後
、

体
が
温
ま
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

今
回
が
今
年
度
の
最
終
回
、
全
体

を
通
し
た
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
し

ま
す
。

・
知
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
が
経
験
で
き

る
の
で
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

・
登
山
は
つ
ら
か
っ
た
の
で
す
が
と

て
も
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

第
一
回
「
〝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〞
っ

て
何
だ
ろ
う
（
10
月
22
日
）」、
第
二

回
「
救
命
講
習
（
10
月
23
日
）」
を

実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
中
学
生
を
対
象
と

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
な

る
基
礎
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
今
年
度
初
め
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。
全
五
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
一
回
は
、
大
学
の
先
生
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
第
二
回
は
、
救
急
救
命

士
に
、
心
肺
蘇
生
法
や
け
が
の
と
き

の
対
処
法
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
多
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
真
剣
に
聞
い
た
り
、
答
え
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

ト
ラ
イ
や
る
ス
ポ
ー
ツ

Ｔ
・
Ｋ
「
ヨ
ガ
教
室
」

10
月
22
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

に
な
ろ
う

第
二
十
五
回
片
品
村
・
蕨
市
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
交
流
会
が
二
十
三
日

（
土
）、
二
十
四
日
（
日
）
の
一
泊
二

日
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
十
三
日
に

は
文
化
財
巡
り
を
し
、
二
十
四
日
に

は
リ
ン
ゴ
狩
り
と
、
丸
沼
ス
キ
ー
場

へ
行
き
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
っ
て
き
ま
し

た
。
全
員
が
元
気
に
交
流
会
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

片
品
村
・
蕨
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
交
流
会

片
品
小
学
校
と
武
尊
根
小
学
校
を

会
場
と
し
て
、
就
学
時
子
育
て
講
座

を
実
施
し
ま
し
た
。

片
品
小
学
校
会
場
で
は
、「
親
と

子
の
心
を
育
て
る
読
み
聞
か
せ
」
と

い
う
演
題
で
、
講
演
し
て
い
た
だ
き

子
育
て
講
座
　
10
月
５
日

十
月
二
十
五
日
（
月
）
花
咲
森
の

キ
ャ
ン
プ
場
で
寿
大
学
「
ピ
ザ
焼
き
」

が
三
十
二
名
の
学
級
生
の
参
加
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
十
月

下
旬
と
し
て
は
暖
か
な
中
で
、
講
師

の
高
山
夫
妻
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

ピ
ザ
生
地
を
こ
ね
た
り
、
ま
る
く
形

を
整
え
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ト
マ
ト
ベ
ー

コ
ン
、
ピ
ー
マ
ン
、
マ
イ
タ
ケ
、
等

好
み
の
具
を
盛
り
最
後
に
チ
ー
ズ
を

の
せ
て
オ
ー
ナ
ー
手
作
り
の
特
製
釜

で
き
つ
ね
色
に
焼
き
、
奥
さ
ん
が
作

っ
て
く
れ
た
み
そ
汁
と
で
昼
食
に
い

た
だ
き
ま
し
た
。
意
外
と
い
い
相
性

で
み
な
さ
ん
、
お
い
し
い
と
言
っ
て

食
べ
て
い
ま
し
た
。
食
事
中
に
デ
ザ

ー
ト
の
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
焼
い
て
頂

き
ピ
ザ
を
食
べ
終
わ
る
頃
に
テ
ー
ブ

ル
に
届
き
、
ピ
ザ
ラ
ン
チ
を
参
加
者

全
員
が
堪
能
し
ま
し
た
。

第
五
回
寿
大
学

「
手
作
り
ピ
ザ
焼
き
」

ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
を
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
特
別
の
こ
と
が
お
こ
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
繰
り
返
し
実
施
す
る
こ

と
で
親
子
の
関
係
は
充
実
し
て
い
く

と
い
う
お
話
で
し
た
。

武
尊
根
小
学
校
会
場
で
は
、「
入

学
を
迎
え
る
児
童
の
教
育
に
つ
い

て
」
と
い
う
演
題
の
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

会
話
・
つ
き
あ
い
の
基
本
や
子
ど

も
を
生
き
生
き
さ
せ
る
こ
と
ば
が
け

な
ど
に
つ
い
て
の
お
話
で
し
た
。

参
加
者
の
感
想
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

「
あ
ま
り
本
を
読
む
こ
と
は
得
意
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
日
は
話
を
聞

い
て
、
本
の
素
晴
ら
し
を
あ
ら
た
め

て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど

も
と
共
に
本
を
楽
し
み
た
い
と
思
い

ま
す
。（
片
品
小
学
校
会
場
）」、「
今

ま
で
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
て
み
る

と
、
子
ど
も
が
親
に
合
わ
せ
て
い
ま

し
た
が
、
先
生
の
話
を
聞
い
て
子
ど
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松
田
さ
ん
は
高
校
を
終
え
る
と
語

学
習
得
の
た
め
に
、
米
国
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
市
の
語
学
専
門
学
校
に
二
年
半

通
っ
た
。
帰
国
後
は
、
英
語
と
は
関

係
の
な
い
家
業
の
松
田
タ
イ
ル
に
就

職
し
た
。
基
本
的
に
タ
イ
ル
の
仕
事

は
、
凍
み
の
少
な
い
四
月
か
ら
十
二

月
の
九
ヶ
月
間
で
、
後
の
三
ヶ
月
は

丸
沼
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
る
。

四
年
前
か
ら
、
タ
イ
ル
ア
ー
ト
を

始
め
る
。
全
国
で
は
先
駆
者
が
い
た

が
、
県
内
で
は
や
っ
て
い
る
人
は
居

な
か
っ
た
ら
し
い
。
当
然
、
師
匠
と

か
、
相
談
す
る
人
も
な
く
、
自
分
で

考
え
失
敗
を
重
ね
な
が
ら
徐
々
に
上

達
し
た
と
い
う
。
仕
事
で
尾
瀬
に
行

く
機
会
が
多
く
、
こ
の
春
か
ら
尾
瀬

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
作
り
始
め

た
。
気
持
ち
の
入
れ
よ
う
で
同
じ
風

景
で
も
、
作
る
日
に
よ
っ
て
は
池
の

色
が
赤
だ
っ
た
り
、
青
だ
っ
た
り
も

す
る
。
ア
ド
リ
ブ
が
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
作
品
を
楽
し
ん
で
作
っ

て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
。

作
品
は
現
場
が
空
い
た
時
に
手
が

け
て
い
る
が
、
将
来
は
、
こ
れ
だ
け

で
食
べ
て
い
け
れ
ば
…
と
。
又
、

「
今
は
同
じ
目
的
を
持
っ
た
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
宣
伝
を
ど
う
い
っ
た
形
で

行
っ
て
い
く
か
、
自
分
た
ち
の
活
躍

に
よ
り
観
光
客
誘
致
の
き
っ
か
け
に

松ま
つ

田だ

隆
り
ゅ
う

一い
ち

さ
ん

鎌
田
（
タ
イ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

今
月
の
匠

四
、
五
年
ほ
ど
前
か
ら
、
花
咲
、

針
山
方
面
に
野
猿
の
集
団
が
現
れ

て
、
こ
の
地
帯
の
林
檎
農
家
に
大
き

な
被
害
が
出
て
い
る
と
い
う
。

昨
年
ぐ
ら
い
迄
は
、
二
十
匹
ぐ
ら

い
の
集
団
だ
っ
た
が
、
今
年
は
四
十

匹
ぐ
ら
い
の
集
団
に
増
え
た
。

林
檎
の
木
に
網
を
掛
け
た
が
被
害

は
防
げ
ず
、
一
本
の
リ
ン
ゴ
を
一
時

間
ぐ
ら
い
で
食
っ
た
り
、
も
い
で
投

げ
落
と
し
た
り
、
ほ
と
ん
ど
落
と
し

て
し
ま
う
。
山
沿
い
の
被
害
が
大
き

く
、
取
材
に
行
っ
て
み
た
が
、
木
の

下
に
敷
い
た
よ
う
に
リ
ン
ゴ
が
落
ち

て
い
た
。
近
年
の
暖
冬
の
影
響
も
あ

る
よ
う
だ
。

昔
も
多
少
出
没
し
て
い
た
と
い
う

が
、
百
年
ほ
ど
前
、
大
雪
で
ほ
と
ん

ど
猿
が
絶
え
た
と
い
う
が
、
近
年
又

増
え
始
め
た
ら
し
い
。

こ
の
地
帯
の
猿
追
い
祭
り
は
、
国

指
定
無
形
文
化
財
と
な
り
､
秋
の
風

物
詩
的
行
事
と
し
て
有
名
に
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
反
面
､
猿
の
被
害
に

脅
か
さ
れ
て
き
た
、
こ
の
地
帯
の
現

象
を
現
し
て
い
る
よ
う
だ
。

こ
の
頃
は
、
野
生
動
物
が
人
の
世

界
に
入
り
込
み
、
被
害
が
増
え
て
い

る
が
、
行
政
と
し
て
も
､
県
や
国
な

ど
に
実
情
を
訴
え
､
な
ん
ら
か
の
保

護
政
策
を
考
え
る
べ
き
と
感
じ
た
。

(

広
報
リ
ポ
ー
タ
ー
　
千
明
政
夫)

⑧

ちょっと気になる体のこと
「どうして風邪をひくの？」
これから風邪が流行する時期ですね。日本

人はひと冬で、２回～３回風邪をひいている
ようです。やっと風邪が治ったのにまたひい
てしまった、なんてこともありますよね。
私たちが風邪をひいた時に鼻水や熱が出る

のは、治るために大切なことです。また、治
ってもすぐに風邪をひくことがありますが、
これは、のどのほうき役のせん毛細胞が、風
邪で壊れると治るまでに２～３日かかり、こ
の間に無理をすることで別のウイルスに感染
するためです。
では風邪の予防と早く治すためにはどうし

たらよいのでしょうか？風邪の原因の９割は
ウイルスによるものです。そのウイルスを退
治する良い治療法は残念ながらありません。
結局は十分な休養をとり、自分自身の体がウ
イルスに打ち勝てるようにしてやることが一
番大切です。次のことに気を付けて、風邪を
よせつけない体をつくりましょう。
①十分な睡眠を
夜は免疫を高めるリンパ球が増えるので体
を休めましょう

②温度・湿度のコントロール
ウイルスは高温多湿に弱い

③バランス良く栄養を十分に
ビタミンＣやタンパク質を多くとりましょう

④いつも清潔に
手洗い・うがいをまめにしましょう

国保だより�国保だより�

国
保
だ
よ
り�

国
保
だ
よ
り�

野
猿
の
被
害

な
り
、
そ
こ
か
ら
村
全
体
に
活
気
と

潤
い
が
出
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

かじりかけのりんごを持つ永井さん

身
近
な
話
題
や
珍
し
い
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

又
、
匠
シ
リ
ー
ズ
も
、
こ

の
人
は
ど
う
か
と
い
う
方
が

い
ま
し
た
ら
合
わ
せ
て
情
報

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

募
　
集

照明「四季」
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Key words: キーワード：
earthquake 地震　frighten 驚かす　aftershock 余震　damage 損害を与える
injure 傷つける　 tremor 震え　　 landslide 山崩れ　evacuate 避難する
typhoon 台風　　 Mother Nature 大自然　 possession 財産　 spirit 精神

On October 23, we experienced a strong
earthquake here in Japan. 
10月23日に大きな地震がありました。

It was the largest most of us have ever felt, so many people were
very frightened.  
私達の多くが経験したことのないような大きなものでしたから、皆驚き
ました。
There were many aftershocks, too. 
余震もたくさんありました。
We were lucky here in Katashina because our homes were not
damaged. 
片品では被害がなくて幸いでした。
Many people in Niigata were injured or killed by the tremors and
the landslides. 
新潟では揺れと地すべりで多くの死傷者がありました。
Even more people had to be evacuated from their homes. 
たくさんの人たちが避難所生活を余儀なくされました。
All of this happened only a few days after a very strong typhoon. 
しかも、大きな台風(23号)の数日後におこったのです。
Mother Nature can hurt our bodies and our possessions, but
nothing can break our spirits!
母なる自然は私達の身体や財産を傷つけますが、私達の「元気」までは
壊せません。

Natural Disasters 天災☆生涯学習講座関係
「古文書を読む会」

☆子育連・青少推関係
・上毛かるた大会
・子育連、青少推合同会議

☆文化センター関係
・片品映画会

☆学校関係
・小学校卒業を祝う会
・小中学校終業式
・冬季休業日（前期）

◇片小
・６年生保護者会

◇北小
・教育相談
・保護者・PTA本部交歓会打合せ

◇南小
・学習発表会
・健全育成講演会
・避難訓練
・ＰＴＡ・６年保護者合同会議

・ひまわりの会
・ＰＴＡ広報員会

◇武尊根小
・人権集会、学習発表会
・桜花苑交流会

◇片中
・期末テスト
・生徒会球技大会

下旬

５日
下旬

１日

３日
24日

25日～１月７日

14日

７日～10日

13日

１日
１日
２日

８日
10日
10日

６日
14日

１日・２日
24日

12月

生涯学習予定表�生涯学習予定表�

※予定が変更される場もありますの
で、予め御了承ください。
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広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
六
年
九
月
俳
句
会

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

穂
先
ま
で
夕
日
吸
ひ
こ
み
鶏
頭
花

が
き
大
将
消
え
て
ふ
る
里
木
の
実
落
つ

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

拉
致
と
ゆ
う
恋
人
岬
や
秋
の
海

老
眼
を
ま
ば
た
き
本
読
む
夜
長
か
な

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

役
終
え
て
身
ぐ
る
み
は
が
る
捨
て
案

山
子

静
寂
を
破
る
浅
間
の
修
羅
の
灰

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

平
凡
な
日
日
の
恵
の
栗
御
飯

白
根
山
素
顔
晒
し
て
秋
高
し

摺
渕
　
　
　
木
村
佳
江

子
供
ら
と
踊
る
花
笠
天
高
し

手
塩
し
て
光
る
お
に
ぎ
り
今
年
米

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

縺
れ
合
い
何
処
へ
渡
る
秋
の
蝶

柏
崎
波
お
だ
や
か
に
葛
の
花

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

茸
匂
ふ
は
し
り
紅
葉
の
照
葉
峡

夜
も
す
が
ら
邑
を
つ
ら
ぬ
く
お
ど
し
銃

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

秋
風
や
水
よ
り
淡
き
鯉
の
ひ
れ

月
見
草
い
つ
し
か
萎
み
河
川
敷

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

倒
れ
て
も
色
失
な
わ
ず
野
紺
菊

コ
ス
モ
ス
に
囲
ま
れ
う
ら
ら
車
椅
子

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

鉢
巻
の
身
構
愛
し
運
動
会

モ
ロ
コ
シ
の
吊
し
て
干
さ
る
峡
の
軒

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

お
か
あ
さ
ん
お
は
ぎ
食
べ
た
い
も
う

駄
目
だ（

戦
死
し
た
友
の
最
期
の
言
葉
）

風
鈴
の
音
に
合
わ
せ
て
き
ざ
む
葱

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

ど
の
枝
も
地
に
な
び
か
せ
て
萩
の
風

海
霧
の
向
ふ
は
佐
渡
拉
致
岬

鎌
田
　
　
　
萩
原
弥
栄
子

老
農
の
日
高
き
夕
餉
秋
彼
岸

秋
微
雨
山
門
暗
し
友
の
葬

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

韋
駄
天
に
猫
走
り
く
る
紅
葉
宿

秋
風
に
蔭
口
さ
ら
り
き
き
流
す

鎌
田
　
　
　

こ
お
ろ
ぎ
や
い
つ
し
か
夢
を
誘
ひ
け
り

秋
ゆ
く
や
湖
面
に
浮
き
し
鴨
の
群
れ

花
咲
　
　
　
星
野
　
百
姓

秋
晴
の
峡
轟
か
す
バ
イ
ク
族

寝
返
え
り
て
想
い
め
ぐ
ら
す
秋
夜
な
が

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

手
掴
め
ば
籾
の
弾
力
頼
も
し
く

秋
風
の
運
び
し
友
の
病
む
噂
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十
一
月
号
か
ら
一
月
号
の
三
回
に

わ
た
り
、
片
品
村
で
開
催
さ
れ
る
第

五
十
四
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大

会
参
加
の
片
品
村
在
住
の
候
補
選
手

と
補
助
員
の
紹
介
を
し
ま
す
。
今
月

は
沼
田
女
子
高
等
学
校
を
紹
介
し
ま

す
。沼

女
ス
キ
ー
部
は
ア
ル
ペ
ン
七

名
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
三
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
九
月
か
ら
は
群
馬

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
協
力
で
、
ゴ

ル
フ
場
内
の
コ
ー
ス
の
中
を
走
っ
た

り
、
沼
田
市
陸
上
競
技
場
や
県
立
二

十
一
世
紀
の
森
を
利
用
し
て
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。「
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
入
賞
」
を
チ
ー
ム
の
目
標
に

し
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

【
ア
ル
ペ
ン
二
年
　
萩
原
　
　
南
】

今
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
地
元
開
催

な
の
で
、
そ
れ
を
活
か
し
て
上
位
入

賞
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
は
厳
し
い
予
選
を

通
過
し
な
け
れ
ば
出
場
で
き
な
い
の

で
、
ま
ず
は
予
選
を
通
過
し
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
と
い
う
大
舞
台
で
自
分
の

持
っ
て
い
る
全
て
の
力
を
出
し
切
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
ア
ル
ペ
ン
二
年
　
桑
原
由
布
子
】

今
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、
地

元
片
品
村
で
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
沼
女
で
は
学
校
枠
の
関

係
で
七
人
中
三
人
し
か
出
場
で
き
な

い
の
で
、
頑
張
っ
て
出
場
し
た
い
で

す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、
い
つ
も

練
習
し
て
滑
り
慣
れ
て
い
る
コ
ー
ス

な
の
で
少
し
で
も
上
位
に
行
け
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
。
地
元
開
催
な
ど

め
っ
た
に
な
い
こ
と
な
の
で
後
悔
し

な
い
よ
う
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

【
ア
ル
ペ
ン
一
年
　
北
澤
真
由
子
】

予
選
通
過
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
が
私
の
目
標
で
す
。
夏
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
も
そ
れ
を
目
標
に
頑
張
っ

て
き
ま
し
た
。
今
年
は
去
年
よ
り
も

体
力
が
つ
い
て
、
精
神
的
に
も
自
信

が
つ
い
た
の
で
、
地
元
開
催
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て
、
い
つ
も
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
人
達
に
精
一
杯

全
力
の
滑
り
を
見
せ
た
い
で
す
。

【
ク
ロ
カ
ン
二
年
　
星
野
真
里
恵
】

今
年
は
地
元
片
品
村
で
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
が
行
わ
れ
る
の
で
、
大
会
コ
ー

ス
で
あ
る
水
芭
蕉
コ
ー
ス
で
、
辛
い

箇
所
を
中
心
に
練
習
を
し
、
良
い
結

果
が
出
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

【
ク
ロ
カ
ン
一
年
　
笠
原
　
千
裕
】

高
校
に
入
っ
て
初
め
て
の
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
が
地
元
片
品
で
開
催
さ
れ
る

の
で
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
夏
の
練

習
と
自
分
の
力
を
全
て
出
し
き
っ
て

上
位
を
目
指
し
て
頑
張
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

【
ク
ロ
カ
ン
一
年
　
高
橋
　
理
紗
】

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
、
通
過
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
出
来
る
だ

け
良
い
結
果
を
出
せ
る
よ
う
、
精
一

杯
や
り
た
い
で
す
。

【
補
助
員
二
年
　
星
野
　
槙
子
】

地
元
片
品
村
で
の
開
催
、
補
助
員
と

い
う
か
た
ち
で
大
会
に
関
わ
れ
る
事

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
白
銀
の
片
品

の
地
で
の
選
手
達
の
活
躍
、
ス
ム
ー

ズ
な
大
会
進
行
を
裏
か
ら
支
え
、
大

会
に
関
わ
っ
た
全
て
の
人
の
心
に
強

く
残
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

【
補
助
員
一
年
　
山
�
恵
里
菜
】

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
い
う
大
規
模
な

大
会
の
開
催
地
が
片
品
村
に
選
ば
れ

た
こ
と
は
、
と
て
も
名
誉
あ
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
片
品
村
の
良
さ
を

全
国
に
紹
介
す
る
良
い
機
会
に
す
る

と
共
に
、
選
手
が
気
持
ち
よ
く
プ
レ

ー
出
来
る
よ
う
に
協
力
し
た
い
で
す
。

第
五
十
四
回
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
ス
キ
ー
大
会
参
加

生
徒
の
紹
介

図書室だよ
り�

読んでみませんか

世界は驚きと歓びに満ちていると、
博士はたったひとつの数式で示した。
一記憶力を失った天才数学者、と私、
阪神タイガースファンの10歳の息子。
数はにがてという人でも、そうでな
い人にも、限りなくせつなくて、優
しい気持ちになれる一冊。
《本屋大賞受賞作》

＊火～金曜日午後1時̃5時開室
＊■はお休みです。
＊□はみやま号巡回日です。

図書室カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31
2 3 4 5 6 7 8

12
５

１
１

『博士の愛した数式』小川洋子著

国
体
事
務
局

片
品
村
下
水
道
条
例
に
よ
り
、
指

定
を
受
け
た
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

横
坂
工
務
店
　
川
場
村
萩
室

※
下
水
道
排
水
設
備
の
工
事
は
片
品

村
の
指
定
を
受
け
た
者
で
な
け
れ
ば

行
う
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店

の
お
知
ら
せ
（
追
加
）

アルペンチーム

クロカンチーム
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狩
猟
期
間
延
長
に
つ
い
て

来
年
一
月
一
日
よ
り
自
動
車
リ
サ

イ
ク
ル
法
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
自

動
車
所
有
者
に
は
、
①
リ
サ
イ
ク
ル

料
金
の
支
払
い
、
②
廃
車
す
る
際
は

自
治
体
に
登
録
さ
れ
た
引
取
業
者
に

引
渡
す
こ
と
、
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。リ

サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
来
年
一
月

一
日
以
降
の
新
車
の
場
合
は
購
入
す

る
時
、
現
在
お
持
ち
の
車
は
最
初
の

車
検
時
ま
で
に
、
車
検
を
受
け
ず
に

廃
車
す
る
場
合
は
廃
車
時
に
、
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
を
管
理
す
る
法
人
と
し

て
国
の
指
定
を
受
け
た
（
財
）
自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー
に
お

支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
メ
ー
カ
ー

が
実
施
す
る
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト

（
廃
車
の
破
砕
後
に
残
る
ゴ
ミ
）、
エ

ア
バ
ッ
ク
類
、
フ
ロ
ン
類
の
リ
サ
イ

ク
ル
や
適
正
処
理
に
使
わ
れ
、
ま
た

一
部
は
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
管
理
や

廃
車
処
理
の
情
報
管
理
に
も
使
わ
れ

ま
す
。
地
球
環
境
を
守
る
た
め
、
自

動
車
所
有
者
が
果
た
す
重
要
な
役
割

で
あ
る
こ
と
に
ご
理
解
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

1
０
３
（
５
６
７
３
）
７
３
９
６

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日
か

ら
11
月
17
日
ま
で
を
「
税
を
知
る
週

間
」
と
定
め
、
全
国
統
一
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
16
年
度
か
ら
「
税
を
考
え
る
週
間
」

に
名
称
を
変
更
し
、
各
種
の
広
報
・

公
聴
活
動
を
行
い
ま
す
。

本
年
度
は
、「
高
齢
社
会
を
支
え

る
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
税
情
報
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、「
消
費
税
の

改
正
」、「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
」
を
重
点
的
に
広
報
し
ま
す
。

国
を
支
え
る
税
に
つ
い
て
、
是
非
こ

の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ：

／
／
ｗ
ｗ
ｗ．
ｎ
ｔ
ａ．

ｇ
ｏ．
ｊ
ｐ
）

税
を
考
え
る
週
間

十
月
二
十
九
日
、
澄
ん
だ
秋
空
の

下
、
築
地
十
二
の
上
、
大
白
大
豆
畑

（
生
産
、
尾
瀬
ト
ー
フ
㈲
）
に
同
校

生
物
生
産
科
生
徒
三
十
九
名
、
引
率

教
諭
六
名
が
校
外
実
習
に
訪
れ
ま
し

た
。
現
地
で
は
刈
り
取
り
、
積
み
込

み
、
脱
穀
の
三
班
に
分
か
れ
て
汗
と

埃
に
ま
み
れ
て
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
脱
穀
班
の
引
率
教
諭
に
よ
れ
ば
、

来
年
度
か
ら
食
品
文
化
コ
ー
ス
と
生

活
環
境
コ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
る
の
で

生
産
か
ら
加
工
ま
で
行
っ
て
い
る
会

社
で
実
習
で
き
た
の
は
意
義
が
あ
る

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

利
根
実
業
高
校
一
年
生
が

現
場
実
習

11
月
11
日
〜
17
日

十
二
月
四
日
か
ら
「
人
権
週
間
」

が
は
じ
ま
り
ま
す
。

一
九
八
四
年
（
昭
和
二
十
三
年
）

十
二
月
十
日
の
第
三
回
国
連
総
会
に

お
い
て
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択

さ
れ
た
の
を
記
念
し
、
毎
年
十
二
月

四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一
週
間
を

「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
広
く
国
民

に
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
お

り
、
今
年
で
五
十
六
回
目
に
な
り
ま

す
。人

権
週
間
で
は
、
平
成
十
六
年
度

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

啓
発
活
動
重
点
目
標
「
育
て
よ
う

一
人
一
人
の
　
人
権
意
識
　
―
身
近

な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
ー
」
の
ほ
か

〇
　
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

〇
　
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

〇
　
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
よ
う

〇
　
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加

と
平
等
を
実
現
し
よ
う

〇
　
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

〇
　
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理

解
を
深
め
よ
う

〇
　
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ

う
〇
　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
に
対
す
る

偏
見
を
な
く
そ
う

〇
　
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

を
強
調
事
項
と
し
、
日
頃
見
失
い
が

ち
な
人
権
に
つ
い
て
、
改
め
て
思
い

起
こ
す
よ
う
、
広
く
国
民
の
皆
さ
ん

に
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。

沼
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、
人
権
週
間
を
中
心
に
し
て
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

片
品
村
の
相
談
所
は
次
の
と
お
り

開
設
さ
れ
ま
す
。

日
時

十
二
月
八
日
（
水
）

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

場
所

片
品
村
役
場
　
相
談
室

な
お
、
人
権
擁
護
委
員
の
自
宅
で

も
、
常
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

片
品
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
で
す
。

星
　
野
　
幸
　
市

1

５
８
―
２
６
０
５

小
山
内
　
義
　
友

1

５
８
―
２
６
１
４

県
内
北
東
部
地
域
で
は
、
シ
カ
の

生
息
地
域
が
拡
大
し
て
お
り
、
農
林

業
被
害
は
多
額
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
シ
カ
の
生
息
数
を
減

ら
す
対
策
と
し
て
、
今
年
度
の
シ
カ

の
狩
猟
に
つ
い
て
、
下
記
の
と
お
り
、

狩
猟
期
間
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

山
に
は
い
る
と
き
は
、
注
意
し
て

下
さ
い
。

◎
今
年
度
の
シ
カ
の
狩
猟
期
間

一
六
年
十
一
月
十
五
日
〜

十
七
年
二
月
二
十
八
日

◎
延
長
さ
れ
る
地
域

桐
生
市
･
沼
田
市
･
勢
多
郡
全
町
村

利
根
郡
全
町
村
･
山
田
郡
大
間
々
町



大
竹
　
栄
二
　
女
　
美
　
有
　
菅
　
沼

星
野
　
孝
則
　
男
　
歩
　
夢
　
築
　
地

林
　
　
貴
弘
　
女
　
凛
　
花
　
越
　
本

星
野
　
佳
久
　
女
　
朱
　
音
　
須
賀
川

星
野
　
啓
太
　
男
　
伶
那
斗
　
東
小
川

星
野
　
雄
志
　
男
　
柊
　
吾
　
鎌
　
田

入
澤
　
博
史
　
男
　
知
　
丸
　
東
小
川

田
中
　
伸
欣
　
女
　
こ
こ
ろ
　
須
賀
川

( (((((

田
中
　
藤
吾
　
七
〇
歳
　
鎌
　
田

戸
丸
　
ヨ
ネ
　
八
九
歳
　
花
　
咲

須
藤
　
磯
江
　
八
三
歳
　
鎌
　
田

横
坂
　
丑
松
　
七
九
歳
　
針
　
山

北
村
　
と
し
　
九
〇
歳
　
下
　
平

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
届
出

の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
　
七
人

星
野
荘
三
郎
　
八
一
歳
　
花
　
咲

桑
原
　
一
二
　
八
七
歳
　
御
座
入

◆
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
八
人

九
月
二
十
日
〜
十
月
十
九
日

み
　
　

ゆ

あ
ゆ
　
　
む

り
ん
　
　
か

あ
か
　
　
ね

れ

な

と

し
ゅ
う
　
ご

ち
　
　
ま
る

将来どんな人になって
ほしいですか

ちゃん（H15．11．15生）

倉田　稔・晴美さん（東小川）のお子さん

命名 璃 子
いくつか候補が

あった中で、一番
響きが良かったの
で“璃子”にしま
した。

健康で思いやり
のある、明るい女
性になってほしい
です。

り　 こ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http：

//w
w
w
.vill.katashina.gunm

a.jp/
F
ax  0

2
7
8
（
5
8
）
2
1
1
0

広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

印
刷
／
利
根
印
刷
所

■父：利春さん　母：恵美さん
■職業は何ですか：利根衛生設備株式会社に勤めてい
ます。

■趣味は何ですか：作詞・作曲して、ラップしてＣＤ
を作ること。只今、ＦＭ尾瀬、近県のライブで行動
中です

■片品をどう思いますか？、又、どうしたいですか
：このまま変わらず田舎で良いと思います。自然が最
高です。

■好きな異性のタイプ：尊敬できる部分がある方。

※お詫びと訂正　広報10月号フレッシュヤングの星野麻美さんは麻美さん
の間違いでした。お詫び申し上げ訂正いたします。

編集／片品村役場むらづくり観光課　 〒378-0498 群馬県利根郡片品村大字鎌田3967-3 10278（58）2112
Eメールアドレス　kanko@vill.katashina.gunma.jp

11
／
13

農
協
祭
り

11
／
20
・
21

第
三
回
大
白
祭
り
（
農
産
物

集
配
セ
ン
タ
ー
・
大
白
村
）

11
／
８
〜

水
上
・
片
品
線
（
鳩
待
入
口
〜
）

11
／
15
〜

Ｒ
401

戸
倉
交
差
点
〜

12
／
27
〜

Ｒ
120

丸
沼
ス
キ
ー
場
入
口
〜

11月13日（土）沼田脳神経外科
14日（日）利根中央病院
20日（土）月夜野病院
21日（日）内田病院
23日（火）月夜野病院
27日（土）国立沼田病院

11月28日（日）沼田脳神経外科
12月４日（土）沼田脳神経外科

５日（日）月夜野病院
11日（土）内田病院
12日（日）国立沼田病院

◆休日の病院◆

12

ミ
ニ
情
報

交
通
情
報
（
通
行
止
）

固 定 資 産 税　　第４期
国民健康保険税　　第８期
水　道　料　　 11・12月

納期は11月30日（月）です

今月の�
  納期は�

No.101

林 　 昌 克さ
ん 花咲（27才）

はやし　　　　　まさ　 かつ

広報かたしな H16. 11

窓
　
口
　
か
　
ら�

◆
結
婚
さ
れ
た
方
々
　
六
組

○
中
　
川
　
忠
　
文

東
京
都

松
　
尾
　
里
　
美

越
　
本

○
戸
　
塚
　
　
　
淳

高
崎
市

星
　
野
　
幸
　
子

花
　
咲

○
星
　
野
　
　
　
新

摺
　
渕

千
　
葉
　
紀
　
子

神
奈
川
県

○
笠
　
原
　
福
　
松

越
　
本

庄
　
子
　
敦
　
子

太
田
市

○
小
　
�
　
和
　
雄

東
小
川

西
　
原
　
恵
美
子

高
知
県

○
藤
　
井
　
広
　
行

花
　
咲

金
　
子
　
佳
　
子

沼
田
市

三
百
年
の
歴
史
を
も
つ
猿
追
い
祭

り
が
、
今
年
も
旧
暦
の
九
月
中
の
申

の
日
（
十
一
月
一
日
）
に
花
咲
武
尊

神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
行
事
で
は
、

各
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
祭
礼
委
員

が
着
席
す
る
と
、
神
宮
が
五
穀
豊
穣
、

国
家
安
泰
の
祝
詞
を
奏
上
、
玉
串
奉

献
を
行
い
ま
し
た
。

行
事
が
終
わ
り
、
宴
と
称
し
て
冷

酒
を
酌
み
交
わ
し
た
後
、
観
光
客
が

見
守
る
中
、
白
猿
に
扮
し
た
男
を
地

区
の
子
ど
も
、
お
客
さ
ん
達
が
追
い

か
け
、
祭
り
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し

た
。

���
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���
���第54回全国高等学校スキー大会

（Ｈ17.２.５～９）

まであと 87日（11月10日現在） あさみ　　　　　 ま み

猿
追
い
祭
り
に
大
勢
の
客




